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43 空間伝送型ワイヤレス給電に対応した電波伝搬シミュレーションの開発

研究の目的

空間伝送型ワイヤレス電力伝送は，電波を使用して送電する技術であり，設備機器などを配線レスで設置してバッテリー
交換が不要になるため，利便性の観点から社会実装への期待が高まっています。ユースケースの一つとして，サービスロ
ボットに送電装置を搭載して，壁や天井の設備機器へ給電することが提案されていますが，送信電力が大きいために，利用
範囲外（建物外）への漏えい電磁界による他の無線局との共存が課題となっています。そこで，本研究は，空間伝送型ワイヤ
レス電力伝送において，他の無線局との共存性を評価する上で必須となる建物外への漏えい電磁界を精緻に解析可能なシ
ミュレーション技術の確立を目的としています。

技術の特長

空間伝送型ワイヤレス電力伝送に対応した電波伝搬シミュレーションシステムは以下の特長を有します。
・実建物で使用している多種多用な建築部材の電波特性データベースを用いて高精度な電波伝搬シミュレーションが可能
・他の無線局との共存性評価が可能
・建物外への漏えい電磁界が最大となる範囲の特定が可能
・建築部材を変更した場合の建物外への漏えい電磁界の計算が可能

主な結論と今後の展開

測定データに基づく建築部材の電波特性データベースを適用したシミュレーション解析手法を開発しました。実建物での
シミュレーション解析による計算値と電波伝搬測定による測定値の比較から精度検証を行い，本手法による解析の妥当性
を確認しました。これにより，本手法を用いて空間伝送型ワイヤレス電力伝送の導入時に必要となる，他の無線局との共存
性評価が可能なことを明らかにしました。
今後は，本研究で対象とした5.7GHz帯以外の空間伝送型ワイヤレス電力伝送の周波数帯(920MHz，2.4GHz，24GHz)につ
いても検討を進める予定です。
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